日本史プリント　昭和時代１
●大戦後のあいつぐ不景気

①・第一次世界大戦が終わると、それまでの好景気の反動で、戦後恐慌が起こりました。

　・1923年には（　　）が起き、それに追い打ちをかけました。

　・そのため、1927年、預金者がみな一斉に銀行からお金を下ろそうとしたため、取り付けさわぎが起こり、（　　）恐慌が起こりました。

　・そして最後に、（　　）から始まった世界規模の恐慌である（　　）恐慌が起こりました。

②しかし、三井・三菱・住友・安田などの（　　）は、このような状況にも関係なく、（　　）たちと結びついてお金をたくわえていきました。

③日本国民は、みな生活が苦しく、東北地方の農村の子供などは、おなかをすかせて（　　）を生でかじるほどでした。

④こうして（　　）の差はどんどん広がり、財閥・政党への不満が高まりました。

●そして、台頭する軍部

⑤国民の生活を一向に改善できない政府に対し、軍部は『（　　）は日本の（　　）である』とさけび、大陸に進出して植民地を増やすことを主張しました。

⑥国民は、（次第に、それに賛成していきました・いや、平和が一番です）。

⑦そして、ついに1931年、満州にいた日本の軍隊である（　　）が、（　　）という事件を起こしました。

⑧関東軍は、これを中国軍のしわざだとして攻撃を開始し、結局、（　　）を占領してしまいました。そして、ここに（　　）国という独立国を作ってしまいました。

⑨この事件を、（　　）といいます。

⑩中国は、こんなひどいことをされたため、（　　）に訴えました。そして、（　　）が送られ、現場の調査が行われました。

⑪その調査の結果、日本は（　　）から軍隊を引き上げるように言われたので、怒った日本は1933年に（　　）を脱退しました。

●さらに台頭する軍部

⑫満州事変で勢いづいた軍部でしたが、さらに1932年には、海軍の過激な青年将校たちが首相の（　　）を暗殺してしまいました。この事件を、（　　）といいます。

⑬彼らは結局、逮捕されたのですが、この事件をきっかけに軍人が首相や大臣になるようになり、原敬のときから8年間つづいてきた（　　）政治は終わりをつげました。

●さらにさらに台頭する軍部

⑭さらに1936年には、（　　）事件が起こり、首相官邸などがおそわれ、何人もの大臣が殺されました。







